
 

 

令 和 ６ 年 ５ 月１０日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２期データヘルス計画における 

医療健康情報分析について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮 古 市 



1 

 

宮古市国民健康保険 健康医療情報の分析 
 

１ はじめに 

第２期データヘルス計画の期間は、６年を１期として策定することが定められています。よって平成

30年度から令和５年度までの６年間としていますが、令和５年度のデータは年度末後に取得可能となる

ことから、本資料の最終データは令和４年度としています。 

 

２ 健康医療情報の分析 

（１）医療費の推移 

令和４年度の医療費は約 47 億５千万円であり、令和３年度と比較して２億５千万円減少してい

ます。被保険者数の減により全体としては減少しており、一人当たりの医療費でみても減少してお

ります。 

○医療費の推移 

 

 
医療費 被保険者数 

一人当たり 
医療費 

 
円 人  円 

平成 29 年度 5,770,297,572 14,054 410,580 

平成 30 年度 5,653,908,343 13,316 424,595 

令和元年度 5,281,836,203 12,645 417,702 

令和２年度 5,172,650,027 12,208 423,710 

令和３年度 5,021,013,010 12,032 417,305 

令和４年度 4,749,788,527 11,457 414,575 

※医療費＝療養給付費＋療養費             資料：事業年報 
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（２）医療費の分析 

全体の医療費（入院+外来）の合計を 100％とした場合の疾病別の医療費割合で比較すると、生活 

習慣病の占める割合はほぼ横ばいであり、糖尿病や高血圧症などの生活習慣病が依然として上位を 

占めています。 

要因として、生活習慣病の予防や早期治療がなかなか進んでいない状況が考えられます。 

 

○KDB システム 医療費分析(2) 大、中、細小分類より 

（左欄：病名 右欄：割合（％）） 

資料：KDB システム「医療費分析(2)大、中、細小分類」 

 

 

 

 

 

 

順位 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

１ 
統合 

失調症 
9.7 

統合 

失調症 
8.9 

統合 

失調症 
8.2 

統合 

失調症 
7.1 

統合 

失調症 
6.7 

統合 

失調症 
6.8 

２ 高血圧症 5.0 糖尿病 4.4 糖尿病 4.8 糖尿病 5.3 糖尿病 5.9 糖尿病 6.3 

３ 糖尿病 4.9 高血圧症 4.1 高血圧症 3.9 高血圧症 3.8 高血圧症 4.0 高血圧症 3.8 

４ 

慢性 

腎不全 

（透析） 

4.4 うつ病 2.9 

慢性 

腎臓病 

（透析） 

3.2 うつ病 3.4 肺がん 3.6 

慢性 

腎臓病 

（透析） 

3.0 

５ 不整脈 3.5 

慢性 

腎不全 

（透析） 

2.9 うつ病 3.1 肺がん 3.1 うつ病 3.2 関節疾患 3.0 

６ うつ病 3.2 不整脈 2.7 不整脈 3.0 

慢性 

腎臓病 

（透析） 

2.8 不整脈 3.0 不整脈 2.8 

７ 関節疾患 2.4 
脂質 

異常症 
2.1 関節疾患 2.8 関節疾患 2.7 関節疾患 3.0 うつ病 2.8 

８ 
脂質 

異常症 
2.3 肺がん 1.9 

脂質 

異常症 
2.2 不整脈 2.7 

慢性 

腎臓病 

（透析） 

2.8 肺がん 2.3 

９ 脳梗塞 2.1 脳梗塞 1.8 肺がん 2.1 
脂質 

異常症 
2.2 

脂質 

異常症 
2.1 

脂質 

異常症 
2.0 

10 大腸がん 1.8 関節疾患 1.3 脳梗塞 1.6 
前立腺が

ん 
1.6 脳梗塞 1.5 骨折 1.6 
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○KDB システム 医療費分析(2) 大、中、細小分類 入院＋外来の計より 

順 

位 
平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

１ 
循環器系

の疾患 
16.5 

循環器系 

の疾患 
15.5 

循環器系

の疾患 
14.2 新生物 14.5 

循環器系

の疾患 
14.6 新生物 14.9 

２ 
精神及び 

行動障害 
15.6 

精神及び 

行動障害 
14.4 

精神及び

行動障害 
14.2 

循環器系

の疾患 
14.1 新生物 13.7 

循環器系 

の疾患 
14.2 

３ 新生物 12.2 新生物 13.5 新生物 13.9 
精神及び 

行動障害 
13.6 

精神及び

行動障害 
12.7 

精神及び 

行動障害 
12.1 

４ 
尿路性器

系の疾患 
9.5 

尿路性器系 

の疾患 
9.2 

尿路性器

系の疾患 
9.2 

内分泌、 

栄養及び 

代謝疾患 

9.2 

内分泌、

栄養及び

代謝疾患 

9.8 

内分泌、 

栄養及び 

代謝疾患 

10.0 

５ 

内分泌、 

栄養及び 

代謝疾患 

8.5 

内分泌、 

栄養及び 

代謝疾患 

8.2 

内分泌、

栄養及び

代謝疾患 

8.9 
尿路性器

系の疾患 
8.9 

尿路性器

系の疾患 
9.0 

尿路性器

系の疾患 
8.3 

（左欄：病名 右欄：割合（％）） 

資料：KDB システム「医療費分析(2)大、中、細小分類」 
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○最新の入院・外来別生活習慣病医療費分析（令和４年度累計・表） 

 

資料：KDB システム「入外別生活習慣病医療費分析」 
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○最新の入院・外来別生活習慣病医療費分析（令和４年度累計・図） 
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（３）死因別の割合 

以下の死因による死亡者数の合計を 100％とした場合の各死因の割合を比較すると、がんや脳疾

患は国の割合を下回っておりますが、心臓病は国の割合より高い値となっています。 

要因として、生活習慣病の重症化による当該疾病の増加が考えられます。 

○死因別割合 

 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和 2

年度 

令和 3

年度 
令和 4年度 

宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 県 国 

がん 38.6 45.4 39.1 39.1 44.6 46.9 45.9 50.6 

心臓病 39.3 33.5 36.0 36.0 33.1 34.6 27.4 27.5 

脳疾患 15.6 15.8 19.2 19.2 15.6 11.5 18.8 13.8 

糖尿病 0.9 1.6 1.9 1.9 1.2 2.0 1.8 1.9 

腎不全 3.7 1.5 2.9 2.9 3.5 3.3 3.5 3.6 

自殺 1.8 2.2 1.0 1.0 1.9 1.8 2.6 2.7 

単位（％）                  

資料：KDB システム「地域の全体像の把握」 

 

（４）メタボリックシンドロームの割合 

令和４年度の「メタボリックシンドローム予備群」、または「メタボリックシンドローム該当者」

である割合は、各年代で、男性が 15.9％～28.3％、女性が 5.7％～11.7％となっています。全体的

にみると、やや減少傾向にあります。生活習慣病に対する危機意識の欠如により、予防や早期治療

が進まない状況が考えられます。 

 

※「メタボリックシンドローム予備群」 

 特定健康診査等で、腹囲基準（男 85㎝以上・女 90㎝以上）に加え、高血糖、高血圧、 

脂質異常のいずれかの基準値を上回った場合 

※「メタボリックシンドローム該当者」 

 特定健康診査等で、腹囲基準（男 85㎝以上・女 90㎝以上）に加え、高血糖、高血圧、 

脂質異常の複数が基準値を上回った場合 
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○メタボリックシンドローム判定 

 

資料：KDB システム「厚生労働省様式 5-3」  



8 

 

 

（５）生活習慣病関連医療情報の分析 

高額な医療費において、心血管系疾患の占める件数は、ほぼ横ばい傾向にあります。また、人工

透析による国保特定疾病証の交付者数の割合も、ほぼ横ばい傾向にあります。 

要因として、生活習慣病の重症化による当該疾病の増加が考えられます。 

 

①  30 万点以上の高額医療費と推移 

高額医療費に該当する件数に占める心血管系疾患の件数は、ほぼ横ばいとなっています。 

 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

医療費総額（円） 0.8 億 1.1 億 0.7 億 0.7 億 0.8 億 0.4 億 

件 数 15 25 17 15 18 28 

うち 心血管系疾患 件数 

（全体に占める割合） 

11 

(73.3％) 

10 

(40.0％) 

7 

(41.2％) 

6 

(40.0％) 

9 

(50.0%) 

8 

(28.5%) 

 

② 国保特定疾病証交付者数（透析）の推移（年度の３月末時点） 

交付者数はほぼ横ばいとなっています。 

   平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

被保険者数（人） 13,713 12,869 12,399 12,038 11,745 11,457 

男 性（件） 55 49 47 48 44 36 

女 性（件） 14 16 16 17 17 17 

合 計（件） 69 65 63 65 61 53 

全体に占める割合（％） 0.50 0.51 0.51 0.54 0.52 0.46 
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（６）特定健康診査結果の分析 

① 特定健康診査有所見者の推移 

特定健康診査の結果を見ると、ＢＭＩ25以上や中性脂肪 150 以上の割合は、男女とも全年代でほ

ぼ横ばいで推移していますが、女性の方がやや減少傾向にあります。 

また HbA1c5.6 以上の割合は、女性はやや減少傾向、男性は年度による変動があります。

 

資料：KDB システム（厚生労働省様式 5-2）健診有所見者状況（男女別・年代別） 
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② 質問票からみる生活習慣（令和４年度） 

特定健康診査時の質問票を分析すると、１回 30 分以上の運動習慣なしと答えている方の割合は

男女共に国の割合を大きく上回っていますが、県の割合を下回っています（図１）。 

「毎日朝昼夕３食以外に間食や甘い飲み物をとる」と答えている方と、毎日飲酒している方の割

合は、県や国の割合より低くなっています（図２、図３）。 

一方、飲酒している方のうち、１日飲酒量が２合以上と答えている方の割合が国や県の割合より

高くなっています（図４）。 

 資料：KDB「質問票調査の経年比較」 
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（７）介護データの分析 

介護給付費、居宅給付費、施設給付費のいずれも、国の額を上回っています。認定率は国、県と比べ

低い数値になっています。 

また、有病状況については、脳疾患が国、県を上回っています。 

要因として、生活習慣病の重症化による当該疾病の増加が考えられます。 

 

○介護認定率、1件当たり介護給付費 

資料：KDB「地域の全体像の把握」 

○要介護者の有病状況 

 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和 2

年度 

令和 3

年度 
令和 4年度 

宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 県 国 

糖尿病  18.6 19.5 19.7 19.8 20.1 19.9 24.3 

高血圧症  50.4 49.8 49.0 49.5 49.8 49.7 53.3 

脂質異常症  23.2 23.7 23.9 24.8 25.0 28.8 32.6 

心臓病  56.0 55.7 55.0 55.6 55.9 55.7 60.3 

脳疾患  28.3 27.4 27.2 26.8 26.2 24.7 22.6 

がん  7.7 7.9 7.4 7.9 8.2 8.7 11.8 

筋・骨格  47.6 46.6 46.6 46.9 46.9 47.8 53.4 

精神  31.4 31.6 31.8 33.4 34.5 34.7 36.8 

アルツハイマー病   18.3 18.4 19.6 20.1 18.9 18.1 

※注）アルツハイマー病を記載対象としたのは令和元年度から              単位（％）                   

資料：KDB「地域の全体像の把握」 

 

平成 29

年度 

平成 30

年度 

令和元

年度 

令和 2 

年度 

令和 3

年度 
令和 4年度 

宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 宮古市 県 国 

認定率

（％） 
 18.2 17.7 17.8 17.7 17.5 19.9 19.4 

介護給付費 

（円） 
 70,167 72,799 75,219 75,319 74,804 68,662 59,662 

居宅給付費 

（円） 
 45,989 47,386 48,771 49,404 49,484 42,972 41,272 

施設給付費 

（円） 
 297,116 302,402 306,890 300,305 297,544 299,720 296,364 


